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伊
藤
若
沖
の
初
期
絵
画
考
察
一、
ﾍ
じ
め
に
「
牡
丹
・
百
合
図
」
を
中
心
に
ー
山
口
真
理
子
　
十
八
世
紀
に
京
都
で
活
躍
し
た
伊
藤
若
沖
（
一
七
＝
パ
ー
一
八
〇
〇
）
は
、
今
日
の
我
々
の
目
に
も
斬
新
に
映
る
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
た
。
御
物
「
動
植
練
絵
」
に
代
表
さ
れ
る
細
密
な
濃
彩
花
鳥
画
や
、
筋
目
描
き
と
呼
ば
れ
る
水
墨
画
、
「
乗
興
舟
」
な
ど
の
拓
版
画
、
合
羽
摺
り
の
技
法
を
用
い
た
著
色
花
鳥
版
画
、
画
面
を
方
眼
状
に
区
切
っ
た
桝
目
画
な
ど
、
様
々
な
表
現
に
及
ぶ
。
若
沖
が
こ
れ
ら
独
創
的
な
表
現
を
創
造
す
る
以
前
に
は
、
狩
野
派
学
習
↓
宋
元
画
の
模
写
↓
写
生
と
い
う
学
習
過
程
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
動
植
練
絵
」
制
作
以
前
、
す
な
わ
ち
三
十
歳
代
の
初
期
絵
画
に
つ
い
て
は
佐
藤
康
宏
氏
と
市
川
彰
氏
の
論
考
が
詳
し
い
。
佐
藤
氏
は
若
沖
の
中
国
絵
画
の
模
写
は
狩
野
派
の
粉
本
学
習
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（
－
）
。
市
川
氏
は
初
期
の
鶴
図
三
点
を
取
り
上
げ
、
中
国
絵
画
や
狩
野
派
、
光
琳
画
を
渉
猟
し
、
自
ら
の
画
風
を
確
立
す
る
過
程
を
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
（
2
）
。
彼
ら
142
の
論
考
は
若
沖
画
に
お
い
て
模
写
や
踏
襲
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
狩
野
派
と
中
国
絵
画
の
学
習
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
学
習
方
法
で
あ
る
写
生
に
つ
い
て
は
辻
惟
雄
氏
の
小
論
を
除
く
と
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
（
3
）
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
初
期
絵
画
の
「
牡
丹
・
百
合
図
」
双
幅
（
京
都
・
慈
照
寺
蔵
）
【
図
1
】
を
取
り
上
げ
、
若
沖
が
対
象
物
に
直
接
臨
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
対
看
写
生
を
い
か
に
実
践
し
て
い
た
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
本
図
を
検
討
す
る
前
に
、
絵
画
学
習
の
過
程
を
ま
と
め
て
お
く
。
そ
し
て
、
若
沖
が
写
生
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
に
、
師
事
し
た
絵
師
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
狩
野
派
学
習
や
中
国
画
の
模
写
と
並
ん
で
、
写
生
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
確
認
し
、
若
沖
独
自
の
画
風
を
確
立
さ
せ
る
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
二
、
絵
画
学
習
（一
j
学
習
の
過
程
　
若
沖
は
京
都
錦
小
路
の
富
裕
な
青
物
問
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
、
四
〇
歳
で
家
督
を
弟
に
譲
る
ま
で
家
業
に
従
事
し
て
い
た
。
本
格
的
な
絵
画
修
業
が
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
は
記
録
が
な
い
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
二
十
歳
代
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
若
沖
と
親
し
か
っ
た
大
典
顕
常
（
一
七
一
九
－
一
八
〇
一
）
が
撰
し
た
『
若
沖
居
士
寿
蔵
碍
銘
』
に
は
学
習
の
過
程
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
…
狩
埜
氏
の
技
を
為
す
者
に
従
い
遊
ぶ
。
既
に
其
の
法
に
通
ず
。
一
日
自
ら
謂
い
て
曰
く
、
是
の
法
や
、
狩
埜
氏
の
法
な
り
。
即
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す
ち
吾
能
く
藍
を
出
し
て
も
、
ま
た
狩
埜
氏
の
圏
績
を
超
え
ず
。
舎
て
て
宋
元
に
之
く
に
如
か
ざ
る
な
り
、
と
。
是
よ
り
宋
元
画
を
取
り
て
こ
れ
を
学
ぶ
。
臨
移
す
る
こ
と
十
百
本
を
累
ぬ
る
や
、
既
に
ま
た
自
ら
謂
い
て
曰
く
、
歩
趨
の
技
、
肩
を
終
に
比
す
べ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
　
　
　
　
　
つ
ら
ざ
る
か
。
且
つ
彼
れ
は
物
を
描
く
者
か
。
吾
ま
た
其
の
描
く
所
を
描
く
は
是
れ
一
層
を
隔
て
ん
。
親
か
ら
物
に
即
き
て
筆
を
甜
め
ん
に
は
如
か
ざ
る
な
り
。
物
か
物
か
、
吾
何
を
か
執
ら
ん
。
今
の
時
に
当
た
り
て
、
褒
公
那
公
及
び
夫
れ
雪
を
冒
し
、
詩
を
吟
ず
る
者
の
態
あ
る
こ
と
な
し
。
而
も
露
界
月
額
編
祓
の
人
は
堪
え
ざ
る
な
り
。
山
水
目
に
す
る
所
も
ま
た
未
だ
幅
に
上
す
者
に
遇
わ
ず
。
已
む
な
く
ん
ば
則
ち
、
動
植
の
物
か
。
孔
翠
鵬
鵜
、
曽
ち
恒
に
観
る
べ
か
ら
ず
。
唯
だ
司
農
の
禽
、
閻
閻
馴
れ
る
所
、
其
の
毛
羽
の
彩
は
五
色
を
施
す
べ
し
。
則
ち
、
吾
此
れ
よ
り
始
め
ん
。
難
数
十
を
窓
下
に
畜
い
、
其
の
形
状
を
極
め
て
こ
れ
を
写
す
こ
と
有
年
。
然
る
後
、
周
ね
く
草
木
の
英
、
羽
毛
虫
魚
の
品
に
及
ぶ
。
其
の
貌
を
悉
く
し
、
其
の
神
を
会
し
、
心
得
て
手
応
ず
。
…
（
原
漢
文
）
　
若
沖
は
初
め
狩
野
派
に
学
び
、
そ
の
技
法
を
修
得
す
る
と
、
い
く
ら
自
分
が
秀
で
た
と
し
て
も
狩
野
派
の
領
域
か
ら
は
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
気
付
く
。
狩
野
派
学
習
を
や
め
、
宋
元
画
の
模
写
に
移
行
し
、
模
写
を
す
る
こ
と
千
本
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
宋
元
画
は
物
を
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
そ
れ
を
模
写
し
て
も
一
層
物
と
隔
た
る
と
自
覚
し
、
直
接
、
物
を
観
察
し
て
描
く
こ
と
を
決
心
す
る
。
何
を
描
こ
う
か
考
え
る
。
今
の
時
代
に
中
国
の
故
事
人
物
は
い
な
い
。
日
本
の
人
物
は
描
く
に
堪
え
ら
れ
な
い
、
描
く
ほ
ど
の
風
景
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
、
や
む
な
く
動
植
物
に
決
め
る
が
、
孔
雀
や
輩
翠
、
鵬
鵡
、
錦
鶏
は
い
つ
も
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
村
里
で
馴
染
み
の
深
い
、
五
色
の
羽
を
も
つ
鶏
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
鶏
を
数
十
羽
窓
下
に
飼
い
、
そ
の
形
状
を
写
す
こ
と
を
極
め
た
後
、
草
木
や
鳥
、
虫
、
魚
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
に
は
対
象
の
姿
形
と
精
神
を
捉
え
、
思
い
通
り
に
描
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
　
こ
の
記
述
は
、
は
じ
め
に
狩
野
派
学
習
、
次
に
宋
元
画
の
模
写
、
そ
し
て
対
看
写
生
と
い
う
明
確
な
順
序
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
144
し
、
大
典
が
若
沖
の
絵
画
学
習
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
中
国
の
『
宣
和
画
譜
』
の
画
人
伝
の
語
り
口
を
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
は
こ
の
よ
う
に
段
階
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
？
）
。
現
存
作
品
を
見
る
と
、
狩
野
派
の
図
様
の
踏
襲
と
中
国
絵
画
の
模
写
は
同
時
進
行
で
行
わ
れ
て
お
り
、
対
看
写
生
が
最
終
段
階
で
始
め
ら
れ
た
と
信
じ
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
　
当
時
、
画
を
志
す
者
が
狩
野
派
に
学
ぶ
の
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
、
若
沖
の
師
は
大
坂
の
町
狩
野
、
大
岡
春
ト
（
一
六
八
〇
1
一
七
六
三
）
で
あ
り
、
若
沖
は
初
め
春
教
と
号
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
5
）
。
春
ト
は
狩
野
派
の
技
法
を
独
学
で
学
び
、
『
画
本
手
鏡
』
『
画
巧
潜
覧
』
な
ど
の
画
技
入
門
書
類
を
多
く
刊
行
し
た
。
マ
ニ
ー
・
ピ
ッ
ク
マ
ン
氏
は
、
春
ト
の
い
く
つ
か
の
絵
手
本
の
図
様
と
若
沖
画
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
（
6
）
。
し
か
し
、
若
沖
が
春
ト
の
絵
手
本
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
春
教
落
款
の
作
品
も
現
存
せ
ず
、
直
接
師
事
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
若
沖
が
狩
野
派
の
図
様
を
踏
襲
し
た
作
品
と
し
て
、
「
日
出
鳳
鳳
図
」
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
と
「
梅
鷹
図
」
（
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
「
日
出
鳳
鳳
図
」
の
翼
を
広
げ
る
鳳
風
の
姿
は
、
狩
野
探
幽
筆
「
桐
鳳
風
図
屏
風
」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
の
左
隻
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
「
梅
鷹
図
」
の
鷹
は
、
狩
野
山
楽
筆
「
驚
鳥
図
屏
風
」
（
個
人
蔵
）
の
右
隻
右
端
の
枝
に
と
ま
る
一
羽
と
ま
っ
た
く
同
じ
姿
を
見
せ
て
い
る
（
7
）
。
こ
の
二
点
は
以
前
か
ら
若
沖
の
狩
野
派
学
習
の
痕
跡
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。
さ
ら
に
昨
今
、
鶏
画
に
お
い
て
も
狩
野
派
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
た
。
狩
野
派
に
よ
る
「
向
日
葵
に
黒
雌
鶏
図
」
（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）
が
、
「
大
鶏
雌
雄
図
（
動
植
練
絵
）
」
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
や
「
双
鶏
図
」
（
エ
ツ
コ
・
ジ
ョ
ウ
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
雌
鳥
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
（
8
）
。
ま
た
、
最
初
期
画
の
「
雪
中
雄
鶏
図
」
（
細
見
美
術
館
蔵
）
は
、
狩
野
山
楽
・
山
雪
ら
に
よ
る
妙
心
寺
天
球
院
方
丈
障
壁
画
の
う
ち
の
「
竹
鶏
図
」
杉
戸
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
9
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
狩
野
派
学
習
で
得
た
図
様
は
若
沖
の
初
期
絵
画
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
大
典
の
記
述
は
狩
野
派
学
習
の
後
、
宋
元
画
の
模
写
に
移
行
し
た
と
い
う
が
、
実
際
は
宋
元
画
で
は
な
く
明
画
が
主
で
、
朝
鮮
絵
画
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宝
暦
三
、
四
年
（
一
七
五
三
、
四
）
頃
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
「
白
鶴
図
」
双
幅
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（
個
人
蔵
）
は
明
の
文
正
筆
「
鳴
鶴
図
」
（
京
都
・
相
国
寺
蔵
）
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
忠
実
な
模
写
で
は
な
く
、
右
幅
は
崖
の
位
置
を
左
右
逆
に
し
、
波
を
増
や
し
て
い
る
。
左
幅
に
お
い
て
は
、
原
図
の
背
景
を
ま
っ
た
く
採
用
せ
ず
、
明
末
清
初
の
画
家
陳
伯
沖
の
「
松
上
双
鶴
図
」
（
京
都
・
大
雲
院
蔵
）
か
ら
引
用
し
た
松
樹
の
上
に
鶴
を
配
し
た
（
n
）
。
　
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
制
作
の
「
虎
図
」
（
エ
ツ
コ
・
ジ
ョ
ウ
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
【
図
2
】
は
「
猛
虎
図
」
（
京
都
．
正
伝
寺
蔵
V
【
図
3
】
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
沖
は
「
猛
虎
図
」
を
毛
益
筆
と
考
え
て
い
た
が
、
寺
伝
で
は
李
龍
眠
筆
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
で
は
明
代
の
職
業
画
家
の
作
も
し
く
は
朝
鮮
画
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
H
）
。
図
様
は
忠
実
な
模
写
で
あ
る
が
、
若
沖
は
極
細
い
線
を
交
差
さ
せ
虎
の
毛
並
み
を
繊
細
に
描
き
出
し
、
原
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
生
命
感
を
与
え
て
い
る
。
画
面
右
上
に
「
我
描
物
象
非
真
不
図
　
国
無
猛
虎
倣
毛
益
模
（
我
物
象
を
描
く
に
真
に
あ
ら
ざ
れ
ば
図
に
せ
ず
、
国
に
猛
虎
な
し
、
毛
益
に
倣
い
て
模
す
）
」
と
自
讃
し
て
い
る
。
実
物
の
虎
を
見
て
描
け
な
い
が
た
め
、
既
成
の
虎
図
を
模
写
し
た
と
い
う
言
い
訳
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
対
看
写
生
へ
の
拘
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
沖
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
対
象
物
を
直
接
観
察
し
描
く
写
生
を
実
践
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
　
で
は
、
実
物
を
描
く
こ
と
に
拘
る
姿
勢
を
如
何
に
し
て
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
本
草
学
の
隆
盛
な
ど
実
証
主
義
的
な
気
運
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
大
典
が
『
宣
和
画
譜
』
に
記
さ
れ
た
宋
代
画
家
の
写
生
法
を
若
沖
に
実
践
さ
せ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
思
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
師
事
し
た
絵
師
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（一
黶j
瘟
ｫ
の
師
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
若
沖
の
師
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
新
た
な
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。
（一
ｵ
三
六
1
一
八
〇
二
）
が
記
し
た
『
諸
国
庶
物
志
』
の
山
城
の
記
述
で
あ
る
（
1
3
）
。
「
生
写
家
青
木
左
衛
門
言
明
探
山
ノ
門
人
。
四
十
二
歳
物
故
。
若
沖
ナ
ト
此
人
ノ
門
弟
ナ
リ
。
」
木
村
葉
葭
堂
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『
諸
国
庶
物
志
』
は
実
見
と
伝
聞
に
よ
る
広
い
物
産
の
情
報
と
各
種
の
関
連
記
事
と
を
地
域
別
に
記
載
し
た
兼
葭
堂
直
筆
の
稿
本
で
あ
る
（
M
）
。
若
沖
と
薫
葭
堂
は
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
記
録
は
実
に
信
懸
性
が
高
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
若
沖
は
山
城
の
生
写
家
青
木
左
衛
門
・
言
明
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
青
木
左
衛
門
・
言
明
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
京
都
の
生
写
家
で
あ
り
、
探
山
の
門
人
、
四
十
二
歳
に
て
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
探
山
は
鶴
沢
派
の
祖
で
あ
る
鶴
沢
探
山
（
一
六
五
五
1
一
七
二
四
）
と
考
え
ら
れ
る
。
探
山
は
江
戸
で
狩
野
探
幽
に
学
び
、
淡
白
な
作
風
を
受
け
継
ぎ
、
内
裏
造
営
に
携
わ
る
な
ど
宮
中
に
奉
仕
し
た
絵
師
で
あ
る
。
探
山
の
弟
子
で
あ
っ
た
青
木
言
明
は
ま
さ
に
大
典
の
記
す
「
狩
埜
氏
の
技
を
為
す
者
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
う
つ
し
　
ま
た
、
「
生
写
家
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
生
写
」
と
い
う
言
葉
は
今
日
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
「
写
生
」
と
い
う
語
が
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
「
生
写
」
や
「
正
写
」
に
変
形
し
た
和
語
で
あ
り
、
対
象
を
観
察
し
て
描
写
す
る
対
看
写
生
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
（
1
5
）
。
例
え
ば
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
ー
九
五
）
の
話
を
円
満
院
祐
常
が
書
き
留
め
た
『
萬
誌
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
－
6
）
。
　
「
円
山
主
水
云
く
、
正
写
に
遠
目
鑑
を
以
っ
て
写
す
と
良
し
云
々
」
　
「
…
又
生
写
生
物
よ
り
大
き
く
み
ゆ
る
、
其
の
心
得
有
る
べ
し
…
」
　
「
万
物
の
正
写
、
先
ず
形
を
写
し
得
て
気
を
写
す
べ
し
云
々
」
　
応
挙
は
生
写
を
す
る
際
、
遠
目
鑑
す
な
わ
ち
望
遠
鏡
を
使
う
と
良
い
と
言
っ
て
い
る
。
動
物
や
鳥
な
ど
は
人
が
近
づ
く
と
逃
げ
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
生
写
を
し
た
絵
は
実
物
よ
り
も
大
き
く
見
え
る
こ
と
や
、
生
写
を
す
る
と
き
は
対
象
の
姿
形
を
写
し
た
後
、
そ
の
生
命
感
を
写
す
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
　
ま
た
当
然
の
ご
と
く
「
生
写
」
は
写
生
図
の
留
書
き
に
お
い
て
多
く
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
、
住
吉
如
慶
筆
「
菊
花
写
生
図
巻
」
中
に
「
万
治
二
己
亥
九
月
廿
八
日
生
写
」
と
あ
る
。
小
田
野
直
武
筆
「
写
生
帖
」
（
秋
田
県
立
博
物
館
蔵
）
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安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
写
生
図
に
も
「
手
の
生
写
十
弐
枚
」
と
見
ら
れ
る
（
η
）
。
　
つ
ま
り
、
「
生
写
家
」
と
は
対
看
写
生
を
専
門
と
し
た
絵
師
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
博
物
図
譜
を
手
掛
け
る
絵
師
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
江
戸
時
代
、
本
草
学
の
興
隆
に
と
も
な
い
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
植
物
、
鳥
獣
、
魚
、
虫
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
多
く
の
図
譜
が
制
作
さ
れ
た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
青
木
言
明
は
博
物
図
譜
を
描
く
絵
師
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
博
物
図
譜
は
画
家
名
が
判
明
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
不
明
で
あ
る
。
彼
の
名
が
今
日
知
ら
れ
て
い
な
い
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
粉
本
を
写
す
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
狩
野
派
に
学
ん
だ
絵
師
が
、
生
写
を
職
業
と
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
御
用
絵
師
狩
野
派
に
と
っ
て
生
写
は
ひ
と
つ
の
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
探
幽
は
珍
し
い
鴨
が
城
内
で
発
見
さ
れ
た
と
き
、
生
写
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
木
挽
町
狩
野
家
の
栄
川
古
信
は
鷹
狩
に
同
行
し
、
景
勝
の
地
を
写
し
た
。
愛
宕
下
狩
野
家
の
即
誉
植
信
は
官
版
の
医
学
書
『
普
救
類
方
』
（
一
七
二
九
年
刊
）
の
薬
草
図
を
手
掛
け
て
い
る
（
－
8
）
。
ま
た
、
狩
野
派
の
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
た
植
物
図
譜
や
鳥
類
図
譜
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
（
p
）
。
記
録
と
い
う
実
用
的
な
目
的
の
た
め
に
も
狩
野
派
は
御
用
を
務
め
て
い
た
の
だ
。
狩
野
派
に
学
ん
だ
青
木
言
明
が
生
写
を
専
門
と
す
る
絵
師
だ
っ
た
こ
と
は
全
く
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
言
明
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
た
の
か
、
若
沖
が
い
つ
頃
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
彼
に
学
ん
で
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
写
家
に
師
事
し
た
こ
と
が
、
若
沖
を
対
看
写
生
へ
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
三
、
「
牡
丹
・
百
合
図
」
に
つ
い
て
「
牡
丹
・
百
合
図
」
【
図
1
】
は
「
牡
丹
図
」
と
「
百
合
図
」
か
ら
な
る
双
幅
で
、
絹
本
著
色
、
各
々
高
さ
一
二
七
・
五
㎝
、
幅
七
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五
・
五
㎝
の
大
き
な
画
面
で
あ
る
。
「
百
合
図
」
の
右
上
に
「
平
安
若
沖
居
士
藤
汝
鈎
製
」
と
署
名
し
、
「
藤
女
鈎
字
景
和
」
（
白
文
方
印
）
、
「
優
哉
亭
図
書
」
（
朱
文
方
印
）
を
捺
し
て
い
る
。
「
牡
丹
図
」
の
左
端
に
も
同
じ
二
印
が
あ
る
。
双
幅
は
並
べ
た
と
き
、
左
右
外
側
に
落
款
が
く
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
本
図
の
場
合
は
中
央
に
位
置
す
る
。
仮
に
両
端
に
落
款
が
く
る
よ
う
に
「
百
合
図
」
を
向
か
っ
て
右
、
「
牡
丹
図
」
を
左
に
置
い
て
み
る
と
、
中
央
に
図
様
が
集
ま
り
、
不
自
然
な
構
図
に
な
る
の
で
、
「
牡
丹
図
」
が
右
幅
、
「
百
合
図
」
が
左
幅
と
思
わ
れ
る
。
　
本
図
の
制
作
年
代
は
、
「
景
和
」
と
署
名
し
、
同
じ
二
印
を
捺
し
た
「
雪
中
雄
鶏
図
」
（
細
見
美
術
館
蔵
）
よ
り
も
後
で
あ
り
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
年
紀
を
も
つ
「
松
樹
番
鶏
図
」
（
『
国
華
』
一
二
九
号
掲
載
）
よ
り
も
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
落
款
の
字
体
か
ら
「
鵬
鵡
図
」
や
水
墨
画
の
「
隠
元
豆
・
玉
蜀
黍
図
」
（
と
も
に
和
歌
山
・
草
堂
寺
蔵
）
と
同
時
期
の
作
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
延
享
の
終
わ
り
か
ら
宝
暦
の
初
め
、
若
沖
三
十
歳
代
前
半
か
ら
中
盤
に
か
け
て
の
頃
と
推
定
す
る
。
　
両
幅
と
も
に
春
の
終
わ
り
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
光
景
で
あ
る
。
「
牡
丹
図
」
は
奇
妙
な
形
の
太
湖
石
の
陰
か
ら
大
輪
の
牡
丹
が
咲
誇
り
、
そ
の
茎
で
一
羽
の
愛
ら
し
い
瑠
璃
鳥
が
一
休
み
し
て
い
る
。
「
百
合
図
」
で
は
、
高
く
伸
び
咲
く
百
合
の
強
い
香
り
に
誘
わ
れ
飛
ん
で
き
た
二
匹
の
蜂
が
、
花
の
中
に
入
り
花
粉
を
集
め
て
い
る
。
蜘
蛛
が
茎
の
間
に
巣
を
張
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
太
湖
石
の
内
側
を
カ
タ
ツ
ム
リ
が
這
う
。
　
色
鮮
や
か
な
牡
丹
と
百
合
と
は
対
照
的
に
、
岩
は
水
墨
の
み
で
抽
象
的
な
形
態
を
示
し
て
い
る
。
太
い
筆
線
で
輪
郭
を
と
り
、
内
側
に
淡
墨
を
施
し
た
、
飯
を
つ
け
な
い
平
面
的
な
岩
だ
。
「
牡
丹
図
」
の
岩
の
形
態
は
、
宝
暦
五
～
七
年
（
一
七
五
五
～
七
）
頃
制
作
の
「
紫
陽
花
双
鶏
図
」
（
エ
ツ
コ
・
ジ
ョ
ウ
プ
ラ
イ
ス
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
再
び
登
場
す
る
。
「
百
合
図
」
の
岩
に
顕
著
な
刷
毛
を
横
に
引
く
陰
影
表
現
は
、
後
の
若
沖
画
に
も
続
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
地
面
の
草
や
土
披
の
表
現
も
以
降
頻
出
す
る
。
ま
た
、
岩
の
穴
の
向
こ
う
側
を
明
瞭
に
描
く
こ
と
も
後
々
ま
で
続
く
若
沖
画
の
特
徴
で
あ
る
。
　
本
図
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
牡
丹
と
百
合
、
虫
類
の
描
写
だ
。
一
見
軽
妙
に
描
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と
細
部
ま
で
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
若
沖
は
こ
れ
ら
の
図
様
を
中
国
画
や
狩
野
派
の
既
存
作
品
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
観
察
し
、
対
看
写
生
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
各
モ
チ
ー
フ
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
実
物
を
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（一
j
牡
　
　
丹
　
花
弁
は
白
色
・
朱
色
・
桃
色
・
白
斑
入
り
の
桃
色
の
四
種
類
が
あ
る
。
肥
痩
の
な
い
極
細
い
墨
線
で
輪
郭
を
と
り
、
濃
淡
の
ぼ
か
し
に
よ
っ
て
重
な
り
や
立
体
感
を
表
し
て
い
る
。
朱
色
と
桃
色
の
も
の
は
黄
色
い
蕊
が
分
散
し
、
他
の
二
種
は
円
盤
状
の
蕊
を
も
つ
。
円
盤
状
の
蕊
は
淡
い
緑
色
を
塗
っ
た
上
に
、
茶
色
と
黄
色
の
点
を
重
ね
、
質
感
を
再
現
し
て
い
る
。
花
は
蕾
、
五
分
咲
、
満
開
、
中
央
の
白
い
花
の
よ
う
に
散
り
始
め
て
い
る
も
の
と
様
々
な
状
態
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
画
面
上
方
に
は
花
弁
が
一
枚
だ
け
残
っ
た
蓼
が
あ
る
。
【
図
4
】
若
沖
は
花
の
段
階
的
な
姿
を
描
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
花
と
は
異
な
り
、
葉
と
茎
は
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
没
骨
で
表
現
し
て
い
る
。
ご
つ
ご
つ
と
節
榑
立
っ
た
樹
幹
か
ら
な
め
ら
か
な
新
し
い
茎
が
伸
び
、
そ
の
部
分
に
茶
褐
色
の
皮
と
細
い
枝
が
出
て
い
る
。
自
色
の
花
が
付
く
茎
は
黄
緑
色
に
描
き
、
朱
色
や
桃
色
の
花
が
付
く
茎
に
は
赤
味
を
差
す
。
葉
は
振
じ
れ
、
表
裏
が
明
瞭
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
表
は
全
体
を
緑
色
に
塗
り
、
濃
緑
の
葉
脈
を
引
き
、
裏
は
嚥
脂
色
を
帯
び
た
黄
緑
色
を
施
し
、
葉
脈
も
嚥
脂
色
だ
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
茶
褐
色
の
斑
点
を
付
け
、
病
葉
を
表
現
し
て
い
る
。
自
然
界
に
は
完
壁
な
も
の
が
な
い
よ
う
に
、
若
沖
は
自
然
ら
し
さ
を
表
す
た
め
に
、
病
葉
を
描
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
本
図
は
京
坂
に
南
頻
画
風
を
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
鶴
亭
（
一
七
二
ニ
ー
一
七
八
五
）
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鶴
亭
は
岩
と
牡
丹
と
小
禽
の
組
み
合
わ
せ
を
好
ん
で
描
い
て
い
た
。
し
か
し
、
鶴
亭
画
と
本
図
を
比
較
す
る
と
、
類
似
点
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
鶴
亭
は
花
や
葉
を
没
骨
で
表
わ
し
て
い
る
が
、
写
実
的
に
描
く
意
図
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
鶴
亭
画
は
花
弁
や
葉
の
重
な
り
を
形
式
化
し
、
模
様
の
よ
う
な
美
し
さ
を
提
示
し
て
い
る
。
牡
丹
の
花
を
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え
た
若
沖
画
と
の
違
い
150
は
大
き
い
〔
2
0
）
。
　
そ
れ
よ
り
も
本
図
は
伝
銭
選
筆
「
牡
丹
図
」
（
京
都
・
高
桐
院
蔵
）
【
図
5
】
の
よ
う
な
中
国
絵
画
と
の
比
較
が
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
大
画
面
に
大
輪
の
牡
丹
を
数
多
く
咲
か
せ
、
葉
を
挨
じ
ら
せ
、
表
裏
の
色
を
変
え
る
と
こ
ろ
な
ど
、
近
い
性
格
を
持
つ
。
お
そ
ら
く
若
沖
は
こ
の
よ
う
な
牡
丹
図
に
接
し
て
、
表
現
方
法
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
実
物
の
牡
丹
を
注
意
深
く
観
察
し
、
写
生
を
し
た
後
、
本
図
を
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
二
）
百
　
　
合
　
白
色
と
薄
紅
色
の
二
種
類
の
百
合
が
描
か
れ
て
い
る
。
白
色
の
方
は
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
で
あ
る
。
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
別
名
、
琉
球
百
合
と
い
い
、
九
州
屋
久
島
、
琉
球
列
島
の
亜
熱
帯
の
海
岸
近
く
の
崖
地
に
生
え
る
ほ
か
、
鑑
賞
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
る
。
茎
の
高
さ
は
五
〇
～
一
〇
〇
㎝
位
で
、
十
五
㎝
ほ
ど
の
ラ
ッ
パ
形
の
純
白
の
花
が
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
咲
き
、
芳
香
が
あ
る
（
2
1
v
。
本
図
の
も
の
も
花
弁
が
ラ
ッ
パ
状
に
長
く
、
ま
た
、
葉
の
幅
が
狭
く
、
黄
色
の
花
粉
を
つ
け
た
雄
蕊
を
も
つ
点
な
ど
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
花
は
極
細
い
墨
線
で
輪
郭
を
と
り
、
胡
粉
を
薄
く
賦
し
、
茎
に
近
い
部
分
に
は
緑
色
を
帯
び
さ
せ
る
。
葉
は
先
端
を
茶
褐
色
に
変
色
さ
せ
て
い
る
。
　
一
方
、
薄
紅
色
の
も
の
は
カ
ノ
コ
ユ
リ
で
あ
る
。
カ
ノ
コ
ユ
リ
は
四
国
、
九
州
の
石
灰
岩
の
崖
に
稀
に
生
え
、
鑑
賞
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
る
。
茎
は
高
さ
一
〇
〇
～
一
五
〇
㎝
に
な
り
、
花
の
咲
く
時
期
に
は
斜
め
に
傾
く
。
葉
は
長
さ
十
五
㎝
く
ら
い
で
、
幅
が
広
く
七
脈
あ
る
。
夏
に
径
十
五
㎝
ほ
ど
の
花
が
斜
め
下
向
き
に
開
く
品
種
だ
（
2
2
）
。
本
図
の
も
の
も
茎
が
斜
め
に
傾
き
、
花
が
下
向
き
に
咲
い
て
い
る
。
花
被
内
面
に
は
紅
色
の
鹿
の
子
状
の
模
様
を
つ
け
、
淡
い
黄
緑
色
の
蜜
溝
に
白
い
短
毛
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
雌
蕊
の
周
り
に
暗
褐
色
の
花
粉
を
つ
け
た
六
本
の
雄
蕊
を
添
え
て
い
る
。
【
図
6
】
茎
は
紅
色
を
帯
び
、
幅
の
広
い
葉
に
は
七
本
の
葉
脈
が
忠
実
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
伊藤若沖の初期絵画考察一「牡丹・百合図」を中心に一
　
「
牡
丹
図
」
と
同
様
、
百
合
の
花
も
様
々
な
状
態
を
示
し
て
い
る
。
ま
だ
蕾
の
も
の
、
開
き
始
め
て
雄
蕊
が
覗
く
も
の
、
花
弁
が
元
気
よ
く
反
返
っ
た
満
開
の
も
の
、
そ
し
て
、
花
弁
が
落
ち
て
蕊
だ
け
が
残
っ
た
も
の
と
、
下
か
ら
上
へ
と
徐
々
に
咲
い
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
　
若
沖
は
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
と
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
よ
く
把
握
し
、
背
の
高
さ
、
葉
の
幅
や
付
き
方
、
茎
の
曲
が
り
方
な
ど
の
違
い
を
明
確
に
描
き
分
け
て
い
る
。
南
方
に
自
生
す
る
、
こ
の
二
つ
の
百
合
は
栽
培
も
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
珍
し
い
品
種
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
は
、
江
戸
時
代
の
園
芸
書
で
あ
る
伊
藤
伊
兵
衛
（
三
代
三
之
丞
）
の
『
花
壇
地
錦
抄
』
（
元
禄
八
年
・
一
六
九
五
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
伊
兵
衛
の
『
草
花
絵
前
集
』
（
元
禄
十
二
年
・
一
六
九
九
刊
）
に
は
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
簡
略
な
挿
図
が
あ
る
。
ま
た
、
近
衛
家
煕
（
一
六
六
七
－
一
七
三
六
）
が
「
花
木
真
写
図
巻
」
（
陽
明
文
庫
蔵
）
に
お
い
て
カ
ノ
コ
ユ
リ
を
写
生
し
て
い
る
（
％
）
。
本
画
で
は
、
山
本
宗
川
筆
「
百
花
図
屏
風
」
（
個
人
蔵
）
（
嬰
や
鶴
沢
探
鯨
筆
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
（
個
人
蔵
）
（
2
5
）
に
カ
ノ
コ
ユ
リ
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
数
少
な
い
例
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
絵
画
化
さ
れ
る
百
合
は
野
生
種
の
山
百
合
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。
若
沖
は
珍
し
い
品
種
の
百
合
を
実
際
に
見
る
機
会
を
持
ち
、
対
看
写
生
を
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
特
徴
を
捉
え
、
描
写
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
種
を
選
択
し
た
こ
と
か
ら
、
若
沖
の
博
物
学
的
関
心
の
高
さ
や
珍
し
い
も
の
へ
の
好
奇
心
が
窺
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
の
百
合
を
水
墨
と
淡
彩
で
描
い
た
「
百
合
図
」
が
知
ら
れ
て
い
る
（
2
6
）
。
本
図
と
同
様
に
「
平
安
若
沖
居
士
藤
汝
鈎
製
」
と
署
名
し
、
同
じ
二
印
を
捺
し
て
い
る
の
で
、
同
時
期
の
作
で
あ
ろ
う
。
カ
ノ
コ
ユ
リ
は
若
干
異
な
る
が
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
あ
る
。
若
沖
は
写
生
を
し
て
得
た
図
様
を
構
成
し
、
二
点
の
本
画
へ
と
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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虫
　
　
類
　
「
百
合
図
」
に
は
二
匹
の
蜂
と
蜘
蛛
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
画
面
左
端
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
陰
に
蛾
の
よ
う
な
虫
が
潜
ん
で
い
る
。
【
図
7
】
植
物
に
虫
を
組
み
合
わ
せ
る
図
様
に
、
明
代
に
常
州
で
制
作
さ
れ
た
常
州
草
虫
画
が
あ
る
。
ま
た
、
沈
南
薮
や
南
頻
派
の
絵
画
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
だ
。
沈
南
頻
筆
「
餐
香
宿
艶
図
巻
」
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
や
鄭
培
筆
「
百
虫
図
巻
」
（
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
蔵
）
は
、
草
木
の
間
に
蝶
や
蜂
、
ト
ン
ボ
、
蛙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
若
沖
は
こ
の
よ
う
な
中
国
絵
画
か
ら
草
花
と
虫
の
組
み
合
わ
せ
を
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ
は
実
物
の
観
察
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
　
二
匹
の
蜂
は
ミ
ツ
バ
チ
の
一
種
の
ク
マ
バ
チ
で
あ
る
。
【
図
8
】
丸
み
を
帯
び
た
体
付
き
、
毛
の
生
え
た
脚
、
横
へ
広
が
る
触
角
な
ど
、
巧
み
に
特
徴
を
捉
え
て
い
る
。
胸
背
が
黄
褐
色
の
毛
で
覆
わ
れ
、
そ
の
中
央
部
だ
け
が
無
毛
で
あ
る
様
も
忠
実
に
描
い
て
い
る
。　
岩
の
穴
を
這
う
カ
タ
ツ
ム
リ
も
詳
し
い
描
写
だ
。
【
図
9
】
大
触
角
と
小
触
角
が
あ
り
、
殻
は
右
回
り
に
渦
を
巻
い
て
い
る
。
体
を
灰
色
と
白
に
塗
り
分
け
、
墨
と
胡
粉
を
点
々
と
施
し
、
カ
タ
ツ
ム
リ
特
有
の
模
様
を
表
現
し
て
い
る
。
　
蜘
蛛
の
種
類
は
不
明
だ
が
、
八
本
の
脚
を
縮
め
て
糸
に
垂
れ
下
が
る
姿
は
真
に
迫
る
。
カ
ノ
コ
ユ
リ
の
茎
の
間
に
張
ら
れ
た
蜘
蛛
の
巣
の
先
端
は
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
葉
に
繋
が
っ
て
お
り
、
ピ
ン
と
張
っ
た
細
い
糸
が
緊
張
感
を
与
え
て
い
る
。
円
相
の
巣
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破
け
、
巣
の
脆
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
【
図
1
0
】
　
と
こ
ろ
で
、
若
沖
は
「
糸
瓜
群
轟
図
」
（
細
見
美
術
館
蔵
）
や
「
池
辺
群
虫
図
（
動
植
練
絵
）
」
、
「
菜
轟
譜
」
（
葛
生
町
立
吉
澤
記
念
美
術
館
蔵
）
に
お
い
て
も
虫
類
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
頃
作
の
「
糸
瓜
群
轟
図
」
は
、
陰
影
を
施
し
た
糸
瓜
と
、
カ
タ
ツ
ム
リ
や
蝶
、
カ
マ
キ
リ
、
バ
ッ
タ
、
ト
ン
ボ
な
ど
約
十
種
の
生
き
物
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
宝
暦
十
年
か
ら
明
伊藤若沖の初期絵画考察一「牡丹・百合図」を中心に一153
和
二
年
（
一
七
六
〇
～
六
五
）
頃
に
制
作
し
た
「
池
辺
群
虫
図
」
で
は
、
さ
ら
に
虫
の
種
類
が
増
え
、
夕
顔
の
隙
間
か
ら
小
さ
な
生
き
物
の
世
界
を
覗
き
見
た
よ
う
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
。
七
十
七
歳
の
年
紀
が
あ
る
「
菜
轟
譜
」
は
野
菜
や
果
物
か
ら
始
ま
り
、
蝶
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
が
現
れ
、
蛙
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
い
る
水
辺
の
景
色
に
移
り
、
最
後
は
野
菜
畑
で
終
わ
る
画
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
作
品
も
本
図
と
同
様
に
虫
類
の
姿
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
し
か
も
、
本
図
に
描
か
れ
た
ク
マ
バ
チ
は
ま
っ
た
く
同
じ
姿
態
で
、
「
池
辺
群
虫
図
」
や
「
菜
轟
譜
」
に
再
登
場
す
る
。
「
百
合
図
」
か
ら
「
菜
轟
譜
」
ま
で
は
約
四
十
年
も
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
ま
た
、
「
糸
瓜
群
轟
図
」
の
ほ
と
ん
ど
の
虫
類
は
「
池
辺
群
虫
図
」
と
「
菜
轟
譜
」
に
お
い
て
同
じ
姿
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
実
物
を
観
察
し
、
写
生
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
長
年
保
存
し
、
制
作
の
た
め
の
素
材
に
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。　
絵
師
が
写
生
図
を
つ
く
り
、
本
画
へ
転
用
す
る
こ
と
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
現
存
す
る
具
体
例
は
近
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
狩
野
探
幽
は
草
花
や
鳥
の
写
生
図
を
含
む
「
探
幽
縮
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
ほ
か
）
や
、
果
物
や
花
な
ど
の
写
生
を
収
め
た
「
草
木
花
写
生
図
巻
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
遺
し
て
い
る
。
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
－
一
七
一
六
）
は
狩
野
派
の
写
生
図
を
模
写
し
、
「
鳥
類
写
生
図
巻
」
（
文
化
庁
蔵
）
を
制
作
し
た
。
そ
の
後
、
狩
野
派
と
光
琳
画
を
学
ん
だ
渡
辺
始
興
（
一
六
八
三
－
一
七
五
五
）
が
本
草
学
的
知
識
を
加
え
た
「
鳥
類
真
写
図
巻
」
（
個
人
蔵
）
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
写
生
は
円
山
応
挙
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
応
挙
筆
「
写
生
図
巻
」
（
株
式
会
社
千
絡
蔵
）
は
一
次
写
生
し
た
も
の
を
浄
書
し
た
二
次
写
生
の
図
巻
で
あ
る
。
若
沖
に
は
彼
ら
の
よ
う
な
写
生
図
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
同
様
に
写
生
図
を
つ
く
り
、
本
画
制
作
に
応
用
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。　
以
上
、
「
牡
丹
・
百
合
図
」
を
詳
し
く
見
て
き
た
。
牡
丹
、
百
合
、
虫
類
は
若
沖
自
身
が
対
象
を
観
察
し
な
け
れ
ば
、
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
詳
細
な
部
分
ま
で
描
き
込
ん
で
い
た
。
画
題
や
趣
向
に
お
い
て
中
国
絵
画
か
ら
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
対
看
写
生
を
し
て
得
た
図
様
同
士
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
小
禽
や
太
湖
石
と
構
成
し
、
本
図
を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
お
わ
り
に
　
若
沖
の
初
期
絵
画
に
お
い
て
対
看
写
生
は
、
狩
野
派
学
習
と
中
国
画
の
模
写
と
同
様
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
写
生
を
本
画
に
展
開
す
る
作
画
方
法
は
、
以
降
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
牡
丹
・
百
合
図
」
の
約
十
年
後
か
ら
制
作
を
開
始
し
た
「
動
植
練
絵
」
に
お
い
て
も
写
生
に
基
づ
く
描
写
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。
「
葛
薬
群
蝶
図
」
で
は
多
く
の
種
類
の
蝶
を
描
き
分
け
、
「
蓮
池
遊
魚
図
」
で
は
蓮
池
を
舞
台
に
写
実
的
な
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
を
泳
が
せ
て
い
る
。
「
貝
甲
図
」
や
二
幅
の
「
群
魚
図
」
【
図
1
1
】
に
お
い
て
も
、
貝
や
魚
の
姿
形
を
詳
細
に
描
き
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
動
植
練
絵
」
は
写
生
に
根
差
し
つ
つ
も
新
た
な
傾
向
が
加
わ
っ
て
く
る
。
「
牡
丹
小
禽
図
」
【
図
1
2
】
は
本
図
と
同
じ
牡
丹
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
印
象
は
大
き
く
異
な
る
。
牡
丹
は
画
面
を
充
填
し
、
花
弁
は
模
様
の
よ
う
に
な
り
、
病
葉
の
斑
点
も
真
ん
丸
に
形
式
化
し
て
い
る
。
「
薔
薇
小
禽
図
」
で
も
、
花
を
す
べ
て
正
面
向
き
に
描
き
、
同
じ
形
を
反
復
し
、
模
様
の
よ
う
な
美
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
「
動
植
練
絵
」
に
お
い
て
若
沖
は
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
リ
ア
ル
に
描
写
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
幾
何
学
的
な
構
図
に
嵌
め
込
み
、
不
可
思
議
な
世
界
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
若
沖
の
画
業
中
期
以
降
の
特
徴
で
あ
り
、
他
に
類
を
見
な
い
魅
力
で
あ
る
。
画
風
形
成
期
に
お
い
て
対
看
写
生
を
重
要
視
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
　
最
後
に
、
写
生
の
流
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
終
わ
り
に
し
た
い
。
江
戸
時
代
の
写
生
と
い
う
と
す
ぐ
に
円
山
応
挙
が
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
応
挙
が
活
躍
す
る
以
前
、
十
七
世
紀
終
わ
り
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
写
生
的
表
現
の
萌
芽
は
鶴
沢
派
や
山
本
宗
川
な
ど
京
都
の
狩
野
派
に
す
で
に
見
受
け
ら
れ
る
（
2
7
）
。
応
挙
の
師
も
、
鶴
沢
探
鯨
の
弟
子
の
石
田
幽
汀
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
花
開
く
京
都
画
壇
の
写
生
表
現
は
鶴
沢
派
に
元
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
狩
野
探
幽
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に
行
き
着
き
、
一
方
で
、
京
狩
野
の
山
雪
・
永
納
ら
の
写
生
的
要
素
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
南
頻
画
風
が
十
八
世
紀
の
写
実
的
な
表
現
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
京
都
画
壇
に
は
狩
野
派
の
写
生
的
表
現
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鶴
沢
探
山
の
門
人
で
あ
っ
た
青
木
言
明
に
学
ん
だ
若
沖
も
ま
た
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〔
註
〕
（
1
）
　
佐
藤
康
宏
「
若
沖
に
お
け
る
模
写
の
意
義
」
『
ζ
d
ω
国
d
ζ
』
三
六
四
号
　
一
九
八
一
年
（
2
）
　
市
川
彰
「
若
沖
画
に
示
さ
れ
た
も
の
ー
「
動
植
練
絵
」
以
前
の
三
件
の
鶴
を
主
題
と
す
る
着
色
表
現
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
研
究
紀
要
』
　
　
二
十
号
　
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
　
一
九
九
九
年
（
3
）
　
辻
惟
雄
「
若
沖
画
小
論
」
『
若
沖
』
美
術
出
版
社
　
一
九
七
四
年
（
4
）
　
辻
惟
雄
「
不
可
思
議
世
界
の
リ
ア
リ
テ
ィ
若
沖
の
「
動
植
練
絵
」
に
つ
い
て
」
『
み
ず
ゑ
』
九
三
三
号
　
一
九
八
四
年
（
5
）
　
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
刊
行
の
青
柳
文
蔵
『
続
諸
家
人
物
志
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
「
藤
名
若
沖
名
ハ
汝
鈎
、
字
ハ
景
和
、
若
沖
道
人
ト
号
ス
。
京
師
ノ
人
ナ
リ
。
又
斗
米
翁
ト
モ
号
ス
。
初
ノ
名
春
教
、
幼
ヨ
リ
　
　
　
画
ヲ
好
ミ
大
岡
春
ト
ニ
学
フ
。
後
二
妙
二
虫
鱗
ヲ
画
ク
ニ
依
テ
一
家
ノ
風
ヲ
ナ
ス
。
寛
政
十
二
年
八
十
八
歳
ニ
シ
テ
没
ス
」
　
　
　
こ
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
誤
り
が
あ
る
。
ま
ず
若
沖
の
本
姓
は
伊
藤
で
あ
り
、
後
に
「
藤
」
と
改
め
る
が
、
「
藤
名
」
と
は
名
乗
っ
　
　
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
斗
米
庵
や
米
斗
翁
と
号
し
た
が
、
斗
米
翁
と
号
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
誤
り
で
は
な
い
が
、
他
の
画
　
　
人
伝
な
ど
は
若
沖
が
鶏
画
を
得
意
と
し
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
っ
た
く
そ
れ
に
触
れ
ず
、
虫
や
魚
類
の
画
に
よ
っ
て
大
成
し
　
　
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
の
み
か
ら
大
岡
春
ト
に
学
ん
だ
と
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
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（
6
）
竃
8
2
ピ
゜
田
。
げ
ヨ
p
P
曜
四
ω
二
三
8
ω
讐
。
、
、
目
冨
B
葺
凶
薦
ω
。
二
更
⊆
魯
¢
，
↓
冨
〉
°
。
冨
ω
。
9
。
蔓
O
餌
口
Φ
「
帥
Φ
ω
し
㊤
。
。
㊤
（
7
）
　
佐
藤
康
宏
『
若
沖
・
薫
白
』
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
第
二
十
七
巻
　
小
学
館
　
一
九
九
一
年
（
8
）
　
太
田
彩
「
江
戸
の
美
意
識
ー
伝
統
と
そ
の
展
開
に
江
戸
時
代
の
美
を
考
え
る
」
『
江
戸
の
美
意
識
－
絵
画
意
匠
の
伝
統
と
展
開
』
　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
　
二
〇
〇
二
年
（
9
）
　
市
川
彰
「
若
沖
の
《
最
初
期
の
着
色
画
》
、
「
雪
中
雄
鶏
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」
『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
二
〇
号
別
冊
　
二
〇
〇
四
年
（
1
0
）
　
前
掲
註
1
（
1
1
）
　
狩
野
博
幸
『
伊
藤
若
沖
』
紫
紅
社
　
一
九
九
三
年
（
1
2
）
前
掲
註
4
（
1
3
）
　
神
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
成
澤
勝
嗣
氏
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。
（
1
4
）
　
水
田
紀
久
編
『
諸
国
庶
物
志
　
木
村
葉
葭
堂
没
後
二
〇
〇
年
記
念
』
中
尾
松
泉
堂
書
店
　
二
〇
〇
一
年
（
1
5
）
　
「
写
生
」
は
近
代
以
降
、
対
象
を
観
察
し
て
描
く
ス
ケ
ッ
チ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
多
義
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
　
　
た
。
江
戸
時
代
、
「
写
生
」
に
は
大
き
な
四
つ
の
語
義
や
用
法
が
あ
っ
た
と
い
う
。
①
対
象
の
生
意
を
把
握
、
描
写
す
る
「
生
意
写
　
　
生
」
、
②
客
観
的
正
確
さ
を
主
眼
と
す
る
「
客
観
写
生
」
、
③
精
巧
緻
密
な
描
写
を
指
す
「
精
密
写
生
」
、
④
対
象
を
観
察
し
て
描
写
す
　
　
る
「
対
看
写
生
」
で
あ
る
。
「
生
写
」
は
四
番
目
の
対
看
写
生
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
河
野
元
昭
「
江
戸
時
代
「
写
生
」
考
」
『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
山
根
有
三
先
生
古
希
記
念
会
編
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
九
年
（
1
6
）
佐
々
木
丞
平
「
応
挙
関
係
資
料
『
萬
誌
』
抜
粋
」
『
美
術
史
』
一
＝
号
　
一
九
八
一
年
（
1
7
）
　
前
掲
註
1
5
（
1
8
）
　
前
掲
註
1
5
（
1
9
）
　
『
草
木
写
生
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
は
狩
野
重
賢
筆
で
あ
る
。
『
鳥
写
生
図
巻
』
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
狩
野
常
信
（
一
六
三
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六
－
一
七
一
三
）
の
筆
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
奇
鳥
生
写
図
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
狩
野
常
川
（
一
七
一
七
－
七
　
　
〇
）
や
狩
野
栄
川
（
「
七
三
〇
1
九
〇
）
ら
が
写
生
し
た
図
を
写
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
『
鳥
類
絵
抄
』
（
国
立
国
会
図
書
館
　
　
蔵
）
に
も
、
栄
川
や
純
信
、
探
春
の
図
を
写
し
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
2
0
）
　
本
図
の
岩
も
鶴
亭
画
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鶴
亭
が
こ
の
よ
う
な
平
面
的
な
岩
表
現
を
す
る
の
は
宝
暦
の
終
　
　
わ
り
か
ら
明
和
年
間
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
若
沖
が
本
図
を
制
作
し
た
時
期
、
鶴
亭
は
ま
だ
南
頻
風
の
鍍
の
多
い
岩
を
描
い
て
い
　
　
た
。
両
者
の
交
流
や
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
（
2
1
）
　
牧
野
富
太
郎
『
原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
離
弁
花
・
単
子
葉
植
物
編
』
改
訂
版
　
北
隆
館
　
一
九
九
七
年
（
2
2
）
　
前
掲
註
2
1
（
2
3
）
　
家
煕
の
カ
ノ
コ
ユ
リ
は
花
が
上
向
き
に
咲
い
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
も
の
を
写
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
　
　
る
。
　
　
源
豊
宗
・
北
村
四
郎
『
花
木
真
写
』
淡
交
社
　
一
九
七
三
年
（
2
4
）
　
山
本
宗
川
（
一
六
七
九
ー
一
七
六
〇
）
は
山
本
素
軒
の
養
子
で
あ
る
。
宗
川
の
「
百
花
図
屏
風
」
は
二
点
知
ら
れ
て
い
る
。
一
点
は
　
　
享
保
十
年
以
前
の
作
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
享
保
十
年
か
ら
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
寛
延
二
年
の
間
に
制
作
さ
れ
　
　
た
。
と
も
に
金
地
に
百
種
以
上
の
草
花
を
濃
彩
で
描
い
て
い
る
。
　
　
西
本
周
子
「
山
本
宗
川
筆
　
百
花
図
屏
風
」
『
国
華
』
＝
六
〇
号
　
一
九
九
二
年
　
　
西
本
周
子
「
新
出
の
山
本
宗
川
筆
「
百
花
図
屏
風
」
」
『
国
華
』
一
二
三
〇
号
　
一
九
九
八
年
（
2
5
）
　
『
近
世
京
都
の
狩
野
派
展
』
図
録
　
京
都
文
化
博
物
館
　
二
〇
〇
四
年
（
2
6
）
　
註
7
前
掲
書
の
挿
図
1
3
参
照
。
（
2
7
）
　
前
掲
註
2
5
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〈
付
　
　
記
〉
　
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
指
導
を
賜
っ
た
小
林
忠
教
授
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
成
澤
勝
嗣
氏
、
作
品
調
査
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
御
所
蔵
者
の
皆
様
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
尚
、
挿
図
3
・
1
1
・
1
2
は
、
狩
野
博
幸
『
伊
藤
若
沖
』
（
紫
紅
社
一
九
九
三
年
）
よ
り
、
挿
図
5
は
『
特
別
展
吉
祥
－
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』
（
東
京
国
立
博
物
館
　
一
九
九
八
年
）
よ
り
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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